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カ
ナ
ダ
・
オ
ン
タ
リ
オ
州
の
コ
ス

モ
ポ
リ
タ
ン
・
シ
テ
ィ
の
ト
ロ
ン
ト

郊
外
に
、
メ
ー
プ
ル
の
風
薫
る
森
と

湖
の
街
「
オ
ー
ク
ビ
ル
」
が
あ
り
ま

す
。平

成

年

月

日
、
当
時
の
奥

田
省
吾
理
事
長
と
徳
山
順
一
校
長
に

よ
り
、
姉
妹
校
提
携
が
結
ば
れ
た
学

校
、
セ
ン
ト
ミ
ル
ド
レ
ッ
ズ
・
ラ
イ

ト
ボ
ー
ン
・
ス
ク
ー
ル
は
そ
の
街
に

あ
り
ま
す
。

こ
の
学
校
は
、

年
創
立

の
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
女
子
一
貫
教

育
の
学
校
で
す
。
ア
ン
グ
リ
カ
ン
教

会
が
母
体
と
な
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス

ク
ー
ル
で
す
。
幼
稚
園
か
ら
高
校
ま

で
の
一
貫
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
私
達
の
学
校
は
、
次
の
千
年
紀

に
向
っ
て
様
々
な
知
識
・
技
術
・
理

想
を
身
に
つ
け
た
女
性
の
育
成
を
め

ざ
し
、
理
系
の
教
科
に
も
力
点
を
お

き
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
教
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
学
校
と
い
う
枠
を
取
り

は
ら
い
、
様
々
な
関
係
者
や
各
々
の

分
野
の
先
人
、
ゲ
ス
ト
等
を
指
導
者

に
招
い
て
生
徒
に
学
ば
せ
て
い
く
こ

と
、
国
際
交
流
（
本
校
以
外
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
等
に
も
）、
体
験
学
習
、
野

外
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
、

そ
し
て
、
上
級
生
が
下
級
生
の
指
導

を
す
る
シ
ス
テ
ム
を
強
化
し
て
い
く

こ
と
に
重
点
を
お
き
、
特
色
の
あ
る

教
育
を
推
し
進
め
る
た
め
に
努
力
し

て
い
る
」
と
ス
ー
ザ
ン
・
ボ
ス
校
長

が
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

私
は
平
成

年
と

年
の

度
、

訪
問
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
カ
ナ
ダ
代
表
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

さ
れ
た

・
ケ
イ
ン
先
生
に
カ
ヌ
ー

競
技
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
本
校
生

も
最
大
の
思
い
出
に
な
っ
た
と
感
激

し
て
い
ま
し
た
。

年
前
は
中
学
校

の
修
学
旅
行
で
ワ
シ
ン
ト
ン
を
バ
ス

で
訪
ね
、
ア
メ
リ
カ
文
化
を
学
ん
だ

時
、
カ
ナ
ダ
の
生
徒
達
の
熱
心
に
い

ろ
ん
な
事
を
観
察
し
、
学
び
取
ろ
う

と
い
う
姿
勢
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
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提
携
校
紹
介

提
携
校
紹
介

《
大
阪
国
際
大
和
田
高
校
》

一昨年の夏から約 年間、台湾の姉妹校

「中国文化大学」へ交換留学生として、語

学学習と文化交流をしました。蒋介石が避

暑地として好んだ風景の美しい陽明山国家

公園の近くに大学はあります。

現地の学生と生活を共にし、語学交換を

通して中国語や台湾語の表現の面白さに触

れることができました。また単に語学学習

にとどまらず、言語から台湾の複雑な社会

の一面を知ることができました。大学では

他の国から来た留学生と文化の交流や、紹介、たまには、留学

生や先生と一緒にクリスマスや旧正月を祝ったりしました。旧

正月は、友人の家へ行き、台湾の人達がどのように旧正月の準

備をし、旧正月を迎えるのかも体験することができました。

台湾での生活で知り合った友達や、お世話になった先生方、

色々な体験を通じて得た台湾の人達の純粋な明るさに支えられ

て終了した台湾の留学。日本に帰国し、しばらくして発生した

台湾大地震。震災後、台湾の友達が無事であったことを知らせ

てくれた時、私と台湾の関係、友人との関係がまだ続いている

ことを知り本当に感動しました。 年間中国語の勉強を続け留

学したことによって、単に語学や、文化交流にとどまらず、多

くの友人を得る事が出来たことに、そしてこの 年間の努力が

実った事を本当にうれしく思っています。

（協定校・中国文化大学〔台湾〕へ平成 年度派遣留学）

留学生レポート留学生レポート

大阪国際大学
経営情報学部 年次生 石角 昌紀

語学学習、文化交流、
そして多くの友人との出会い

遠くモンゴル国から来た私が関西国際空港にはじめて着いて

から、日本語を勉強し、日本人の生活、文化、スポーツ、衛生

などを学びはじめて、もうすぐ 年になろうとしています。日

本に来た時、いろいろなことが新しく珍しく感じられました。

以前、日本について想像したり、知っていたこともありました

が、実際に自分で生活してみると、日本への理解はいっそう深

まります。毎日のくらしから新しいことを学び、以前わからな

かったことにも少しずつ慣れてきました。大学の図書館でアル

バイトをしていたとき、資料が本当にたくさんあるので、図書

館やコンピュータをうまく利用できたら、必要なことを知るこ

とができると思いました。

授業内容のすべてを理解できるまでにはまだ少し時間がかか

りそうです。ひらがな、カタカナ、漢字の中で、とくに漢字は

モンゴル語のキリル文字とは書き方が全然違うので、読み書き

は難しいです。それでも、先生、友達に助けられながら努力し

ています。何の困難もないことなどありませんから、とにかく

この 年間に多くの知識を得て帰国したいと思っています。い

ろいろ助けてくれる先生、友達だけでなく、家の近く、駅など

でいつも顔を合わせる人々がみんな親しく感じられます。これ

らすべての生活環境が、私の毎日のくらしをつくっています。

（ 年 月 モンゴルより本学に留学中）

大阪国際女子大学
スポーツ行動学科 回生

JAVZANDOLGOR JANCHIV
ジャブザンドルゴル ジャンチブ

日本の理解は
毎日のくらしから

私
は
若
い
記
者
と
日
々
接
し
て
い

る
の
で
卑
近
な
例
で
恐
縮
だ
が
、
わ

が
支
局
の
記
者
と
の
交
流
の
中
で
感

じ
る
事
ど
も
を
通

じ
て
若
い
人
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

た
い
。

支
局
は
支
局
長

と
若
い
記
者

人
。
滋
賀
県
内
の
大

き
な
事
件
事
故
、
政
治
経
済
、
文
化

財
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
や
写
真
を
全
国

の
新
聞
社
や
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
局
に

送
信
し
て
い
る
。
最
近
で
は

死
者

人
を
出
し
た
信
楽
高
原
鉄
道
事
故

の
刑
事
裁
判

次
期
衆
院
選
の
準
備

月
の
大
津
市
長
選

な
ど
ル
ー

テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
は
多
い
。
裁
判
関
係

の
資
料
を
読
み
こ
な
し
な
が
ら
、
そ

の
一
方
で
京
都
の
小

男
児
殺
害
事

件
の
応
援
な
ど
取
材
が
重
な
る
場
合

も
多
い
。

し
か
し
そ
の
忙
し
い
中
で

君
は

「
ゴ
ッ
ホ
の
絵
が
好
き
で
学
生
時
代

に
ゴ
ッ
ホ
終
焉
の
地
フ
ラ
ン
ス
の

オ
ー
ヴ
ェ
ル
・
シ
ュ
ル
・
オ
ワ
ー
ズ

に
行
っ
た
が
、
今
度
は
ア
ル
ル
と
サ

ン
・
レ
ミ
を
訪
れ
た
い
」
と
休
暇
を

取
っ
た
。
つ
い
先
日
は
ア
ン
コ
ー
ル

ワ
ッ
ト
に
出
か
け
た
。
か
と
思
う
と

「
坂
本
龍
一
の
オ
ペ
ラ
を
見
に
大
阪

城
ホ
ー
ル
へ
」、「
琵
琶
湖
一
周

を
自
転
車
で
回
っ
て
き
ま
し

た
」。何

と
好
奇
心
旺
盛
で
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
事
か
。
仕
事
を
き
ち
ん
と
こ

な
し
な
が
ら
も
、
幅
広
く
自
分
自
身

に
栄
養
を
与
え
続

け
て
い
る
。
ス

ポ
ー
ツ
、
語
学
、

情
報
処
理
で
も
何

で
も
よ
い
、
旺
盛

な
好
奇
心
と
挑
戦
す
る
精
神
を
持
ち

続
け
る
こ
と
が

（
引
き

つ
け
る
）
な
人
間
を
つ
く
る
。
是
非
、

学
園
生
活
を
充
実
さ
せ
人
を
引
き
つ

け
る
魅
力
的
な
人
間
と
し
て
学
園
を

巣
立
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

直

言

人
を
引
き
つ
け
る
人
間
に

人
を
引
き
つ
け
る
人
間
に

共
同
通
信
社

大
津
支
局
長

石
川

幹
夫

共
同
通
信
社

大
津
支
局
長

石
川

幹
夫

（写真左）

ま
た
幼
稚
園
児
と
オ
ー
ク
ビ
ル
郊

外
に
遠
足
に
行
っ
た
と
き
、
園
児
達

が
カ
ナ
ダ
の
伝
統
的
な
遊
び
や
童
話

な
ど
に
好
奇
の
目
を
輝
か
せ
て
い
ま

し
た
。
ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
や
多
く

の
市
民
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
挑
戦
さ
れ

て
い
る
ジ
ュ
デ
ィ
・
ロ
ス
先
生
と
、

日
本
（
と
本
校
）
に
強
い
関
心
と
理

解
を
示
さ
れ
て
い
る
ア
ン
・
ビ
エ
ー

ル
教
頭
を
中
心
に
国
際
交
流
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
本
校
が
去
年

で

回
の
交
流
を
続
け
、
両
校
の
信

頼
と
友
情
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
今
ま
で
は

年
に

度
、
本

校
を
訪
ね
て
来
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
後
は
毎
年
秋
に
必
ず

来
日
し
た
い
と
の
意
向
が
固
ま
っ
た

様
で
す
。

こ
の
姿
勢
を
受
け
て
、
両
校
が
一

層
交
流
を
深
め
、
本
校
も
多
く
の
こ

と
を
学
び
と
っ
て
い
き
た
い
と
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。

（
大
阪
国
際
大
和
田
中
高
等
学
校

教
頭

青
木
一
夫
）

セントミルドレッズセントミルドレッズ
ライトボーン スクールライトボーン スクール

（カナダ・オンタリオ州）（カナダ・オンタリオ州）

本
校
と
交
流
が
始
ま
り

年
目
を
迎
え
た
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の

（
セ
ン
ト
ミ
ル
ド
レ
ッ
ズ
・

ラ
イ
ト
ボ
ー
ン
・
ス
ク
ー
ル
）

小
学
生
が
短
大
授
業
を
見
学

幼
児
教
育
科
音
楽
コ
ー
ス

昨
年

月

日
、
守
口
市
立
大
久

保
小
学
校
の

年
生

名
が
、
短
大

幼
児
教
育
科
音
楽
コ
ー
ス
の
授
業
を

見
学
に
訪
れ
た
。
同
学
科
の
朝
倉

洋
教
授
が
、
大
久
保
小
学
校
の
特
別

非
常
勤
講
師
と
し
て
音
楽
の
指
導
に

あ
た
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
音
楽

コ
ー
ス
の
学
生
が
小
学
校
で
演
奏
会

を
開
く
な
ど
交
流
を
し

て
き
た
。

月
は
ち
ょ

う
ど
音
楽
コ
ー
ス
演
奏

会
を
控
え
練
習
に
も
熱

が
入
っ
て
い
る
頃
。
人

前
で
演
奏
す
る
に
は
ど

れ
ほ
ど
真
剣
に
練
習
す

る
の
か
、
ぜ
ひ
大
学
の

授
業
を
見
て
み
た
い
と

の
小
学
校
側
の
要
望
で
、

こ
の
日
の
見
学
と
な
っ

た
。

大阪国際女子大・短大
科目等履修生募集

生涯学習の一環として役立てていた
だくため、高等学校卒の学力のある社
会人女性の皆さんに受講できる場を設
け、単位認定も行います。
受講科目 大学・短大で開講されてい

る科目から選択できます。
（一部除く）

履修期間 前期… 月 月
後期… 月 月

出願期間 月 日 日
入学検定料 本学卒業生の方は免除
履 修 料 本学卒業生（ 単位）
講義科目 円
演習・実験・実習科目 円
ご希望の方には資料をお送りします。
氏名、住所、電話番号、メールアド
レス（ある人のみ）を記入してお送
りください。
問い合せ先 大阪国際女子大学・短期

大学教務課
守口市藤田町
TEL （ ）
FAX （ ）
メールアドレス
kyomuka＠oiuw.oiu.ac.jp

国
際
大

団
体
試
験

（

月

日
実
施
）

人
中

点
以
上
は

人
。

点
以
上
は
次
の
通
り
。

政
経

日
下
部
伸
行

第

回
英
検

級
合
格
者

人

資
格
取
得
者

敬
称
略

女
子
大
・
短
大

ワ
ー
プ
ロ
検
定

級
合
格
者

（

月

日
実
施
）

女
子
大
国
際
コ
ミ

永
岡
陽
香

同
ス
ポ

江
見

翼

同

級
合
格
者

女
子
大
人
健

曽
々
木
絵
美

同

藤
友
久
美
子

安
田
祥
子

同

澤
田
享
子

短
大
家
政

菅

美
紀

子

同
幼
教

木
下
博
美

柴
山
め

ぐ
み

同
国
際

辻

真
裕
美

同

小
倉
友
子

木
嶋
良
子

小
石
由

梨

新
山
真
理
子

瀬
川
洋
佳

林

富
美
子

安
井
麻
里
子

山
口

幸

加
藤
日
登
美

団
体
試
験

（

月

日
実
施
）

人
中

点
以
上
は

人
。

点
以
上
は
次
の
通
り
。

女
子
大
コ
ミ

出
口
知
子

宮
田
梨

永

崎
山
知
子

河
辺
優
子

同
国
際

コ
ミ

中
村
浩
子

山
本
真
由
美

第

回
英
検

級
合
格
者

人

滝
井
高
校

第

回
英
検

級
合
格
者

年
生

北
口
ジ
ョ
ア
ン
ナ
パ
ウ
ラ

吉
馴
有
未

年
生

後
藤

歩

金

英
姫

長
島
由
弥

古
澤
育
子

堀

聡
子

矢
谷
絵
理

山
本
香
奈

大
和
田
高
校

第

回
英
検

級
合
格
者

年
生

山
実
子

新
宮
恵
美
子

宮
本
愛
何

岩
井
順
子

林

亜
里
沙

年
生

鈴
木
め
ぐ
み

中
道
知
子

中
道
紀
子

笠
井
紀
江

国
際
大
、
女
子
大
・
短
大

女
子
ラ
ク
ロ
ス
部

ク
ラ
ブ
活
動

ク
ラ
ブ
活
動

滝
井
高
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

全
国
私
立
高
校
選
手

権
大
会

優
勝

・

春
の
高
校
バ

レ
ー
府
大
会

ベ
ス
ト

大
和
田
高
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

第

回
近
畿
私
立
高

校
選
手
権
大
会

初
戦
敗
退

・

春
の
高
校
バ

レ
ー
府
大
会

回
戦
敗
退

・

月

月

関
西
学
生

部
リ
ー

グ
戦

準
優
勝
（

部
昇
格
）

女
子
大
・
短
大

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

月

第

回
全
日
本
大
学
女
子
選

手
権
大
会

ベ
ス
ト

大
阪
国
際
大

大
阪
国
際
大

模
範
行
為
者
表
彰

模
範
行
為
者
表
彰

平成 年度

（

月

日
表
彰
）

本
田
雅
記

若
狭

充

村
田

収

中
西

良

森
川

綾

根
岸
邦
充

矢
田
雅
之

椙
本
孝
思

北
本
規
雄

（
以
上
経
情

）

清
水
一
伸

松
岡

尚
行

宮
地
将
弘
（
以
上
同

）

西

尾

篤

中
野
亜
紀

土
井
康
広

水

野
真
司

村
井

裕
（
以
上
同

）

日
名
好
孝

日
下
部
伸
行

田
村
真
一

井
上

悠
（
以
上
政
経

）

濱
中

猛
史

佐
々
木
信
親

宍
倉
圭
美
（
以

上
同

）

原
田
亜
由
子

三
井
秀
剛

森

直
樹
（
以
上
同

）

女
子
ラ

ク
ロ
ス
部
（
団
体
）

大
阪
国
際
女
子
大
短
大

大
阪
国
際
女
子
大
短
大

資
格
取
得
奨
学
生

資
格
取
得
奨
学
生

平成 年度

塩
坂
千
英
（
女
子
大
コ
ミ

）（
一
般

旅
行
業
務
取
扱
主
任
者
取
得
）

崔

康
恵
（
同
）（
実
用
英
語
技
能
検
定
準

級
取
得
）

鈴
木
成
美
（
短
大
国
際

）（
秘
書
技
能
検
定
準

級
取
得
）

川
崎
恵
美

小
畠
伸
枝

佐
竹

愛

辰
馬
有
美

半
田
聖
美
（
以
上
短
大

国
際

）

辻

幸
代
（
同

）（
国

内
旅
行
業
務
取
扱
主
任
者
取
得
）

菅

美
紀
子
（
短
大
家
政

）

木
下
博
美

柴
山
め
ぐ
み
（
以
上
同
幼
教

）

辻

真
裕
美
（
同
国
際

）

小
倉
友

子

木
嶋
良
子

小
石
由
梨

加
藤
日

登
美

新
山
真
理
子

瀬
川
洋
佳

林

富
美
子

安
井
麻
里
子

山
口

幸

（
以
上
同

）（
日
本
語
文
書
処
理
技

能
検
定

級
取
得
）

女
子
一
貫
の
伝
統
と
歴
史
を

女
子
一
貫
の
伝
統
と
歴
史
を

誇
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

誇
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

（敬称略） （敬称略）



回
目
を
迎
え
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル

マ
イ
ン
ド
賞
」（
大
阪
国
際
学
園
・

毎
日
新
聞
社
主
催
）
応
募
作
品
は
、

前
回
（

編
）
を
大
き
く
上

回
る
過
去
最
多
の

編
に
の

ぼ
っ
た
。

月
中
旬
か
ら

月
初
旬

に
か
け
、

度
に
わ
た
る
学
内
審
査

を
行
い
、
最
終
候
補
作
品

編
を
選

出
。
昨
年

月

日
、
大
阪
市
内
の

ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
最
終
審
査
会
で

は
、
梅
棹
忠
夫
氏
（
国
立
民
族
学
博

物
館
顧
問
）、
大
島

靖
氏
（
大
阪

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
会
長
）、
岡
本

道
雄
氏
（
元
京
都
大
学
総
長
）、
森

毅
氏
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）
の
各

審
査
員
に
よ
る
各
賞
の
選
考
が
行
わ

れ
た
。

深
沢
祐
介
さ
ん
の
『
国
際
化
の
中

で
何
が
求
め
ら
れ
る
の
か
』
は
、「
ド

イ
ツ
人
と
日
本
人
の
高
校
生
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
知
り
合
い
、

英
語
の

メ
ー
ル
で
話
し
合
い
、
お

互
い
の
理
解
を
深
め
て
い
る
の
は
グ

ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
の
精
神
に
ぴ
っ

た
り
だ
」（
森
氏
）
な
ど
、
満
場
一

致
で
グ
ラ
ン
プ
リ
賞
に
決
定
。

準
グ
ラ
ン
プ
リ
賞
に
は
犬
塚
麻
理

子
さ
ん
の『
足
元
か
ら
世
界
を
見
る
』

が
、
ま
た
、
毎
日
新
聞
社
賞
に
は
親

川
真
帆
さ
ん
の
『
イ
チ
ャ
リ
バ

チ
ョ
ー
デ
ー
』
が
選
ば
れ
た
。
そ
の

他

作
品
は
わ
ず
か
な
差
で
佳
作
に

と
ど
ま
っ
た
。

ま
た
、
学
校
賞
は
、
沖
縄
県
昭
和

薬
科
大
学
附
属
高
等
学
校
が
受
賞
。

月

日
に
毎
日
新
聞
全
国
版
に
て

受
賞
者
を
発
表
、
同
日
付
地
方
版
で

は
各
受
賞
者
の
喜
び
の
声
を
掲
載
、

さ
ら
に
、

日
に
は

賞
作
品
を
紙

上
で
紹
介
し
た
。
賞
状
・
盾
・
副
賞

は
年
内
に
受
賞
者
校
へ
発
送
し
、
深

沢
さ
ん
の
受
賞
作
品
を
含
む
入
選

作
品
は
、
応
募
者
一
覧
と
と
も
に
小

冊
子
に
ま
と
め
、

月
下
旬
応
募

者
・
応
募
高
校
に
発
送
さ
れ
た
。

本
学
大
和
田
キ
ャ
ン
パ
ス
北
東

に
あ
る
、
代
々
尾
張
藩
天
満

蔵
屋
敷
の
留
守
居
役
を
つ
と
め
た
河

内
き
っ
て
の
名
家
の
中
西
家
（
守
口

市
大
久
保
町

丁
目
）。
中
西
家
は
、

『
太
平
記
』
に
名
を
見
せ
る
中
西
四

郎
範
顕
の
後
裔
で
、
そ
の
後
、
尾
張

徳
川
家
と
姻
戚
関
係
を
持
ち
、『
河

内
名
所
図
会
』
に
も
紹
介
さ
れ
た
同

家
住
宅
を
守
口
市
が
修
復
・
保
存
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

年

月
に
は

市
の
指
定
文
化
財
第

号
に
も
な
り
、

年

月
の
修
復
後
は
中
世
の
土
豪

屋
敷
が
し
の
ば
れ
る
文
化
財
と
し
て

保
存
さ
れ
る
ほ
か
、
郷
土
史
料
館
な

ど
文
化
的
催
し
の
場
に
も
な
り
、
市

民
は
完
成
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
ほ

か
、
本
学
教
職
員
や
学
生
・
生
徒
に

と
っ
て
も
身
近
に
郷
土
史
を
学
べ
る

と
待
望
。

平
方

を
取
得
、
建
物
は
中
西
家
か

ら
寄
贈
を
受
け
た
。

年

月
か
ら

修
復
工
事
に
か
か
っ
て
い
る
が
、
大

門
は
全
面
解
体
し
、
主
屋
に
つ
い
て

は
瓦
を
め
く
っ
た
う
え
で
壁
な
ど
は

大
半
落
と
し
、
柱
や
桁
な
ど
腐
っ
て

い
る
部
材
を
取
り
替
え
る
。
庭
園
も

修
復
す
る
ほ
か
、
収
蔵
庫
や
管
理
棟

を
新
築
。

年

月
完
成
予
定
。

完
成
後
は
、
貴
重
な
文
化
財
を
保

存
す
る
と
と
も
に
文
化
的
事
業
も
幅

広
く
展
開
し
た
い

と
そ
の
有
効
活

用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
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グランプリ賞
サブテーマ
「国際化の中で

何が求められるのか」
山梨私立駿台甲府高等学校 年
深沢 祐介
準グランプリ賞
サブテーマ
「足元から世界を見る」
福岡私立明治学園高等学校 年
犬塚 麻理子

毎日新聞社賞
サブテーマ
「イチャリバチョーデー」
沖縄私立昭和薬科大学附属高等学校 年
親川 真帆

佳作

サブテーマ
「国際人に必要なもの」
大阪私立星光学院高等学校 年
磯島 弘

サブテーマ
「私が考える真の国際感覚」
山梨県立山梨高等学校 年
坂本 絵理子

サブテーマ
「トマトから知った文化」
京都府立園部高等学校 年
松原 和絵

サブテーマ
「日本人の国際化」
兵庫私立小林聖心女子学院高等学校 年
菅澤 佳子

サブテーマ
「国際人をめざして」
千葉私立東邦大学付属東邦高等学校 年
渡邊 友麻

サブテーマ
「言葉からのメッセージ」
山形県立米沢東高等学校 年
佐々木 葵

学校賞
沖縄県 私立昭和薬科大学

附属高等学校

第 回グローバルマインド賞

受賞作品受賞作品第

回
「
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
賞
」
決
定

第

回
「
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
賞
」
決
定

グ
ラ
ン
プ
リ
賞
に
深
沢
祐
介
さ
ん

山
梨
・
私
立
駿
台

甲
府
高
校

年

「
国
際
化
の
中
で
何
が
求
め
ら
れ
る
の
か
」

守口市指定文化財第 号守口市指定文化財第 号

尾張藩天満蔵屋敷の留守居役

年
春
完
成
で
一
般
開
放
へ

江
戸
期
、
東
、
北
、
藤
田
、
金
田
、

梶
の

ヵ
村
は
大
窪
荘
と
称
し
、
中

西
家
の
先
祖
の
開
拓
に
始
ま
る
と
さ

れ
る
。
系
譜
に
よ
れ
ば
、
先
祖
は
清

和
源
氏
多
田
満
仲
の
子
孫
だ
と
さ
れ

る
。
中
西
家
当
主
の
妻
の
妹
・
於
亀

が
徳
川
家
康
に
認
め
ら
れ
て
側
室
と

な
り
、
尾
張
藩
祖
・
徳
川
義
直
を
生

ん
だ
。
こ
う
し
た
縁
で
、
中
西
家
は

代
々
尾
張
藩
天
満
蔵
屋
敷
の
要
職
を

務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

現
在
の
建
物
は
寛
政

年
（

）
の
建
築
で
、
屋
敷
も
広
大
で

周
囲
に
濠
を
め
ぐ
ら
せ
、
在
郷
の
武

家
屋
敷
と
し
て
き
わ
め
て
貴
重
な
遺

構
で
あ
る
。
そ
こ
で
市
は
、
主
屋
や

大
門
（
長
屋
門
）
な
ど
を
文
化
財
に

指
定
し
、
修
復
・
保
存
に
乗
り
出
し

た
。

年
秋
に
敷
地
約

、

河
内
き
っ
て
の
名
家
を
修
復
・
保
存

河
内
き
っ
て
の
名
家
を
修
復
・
保
存

「旧中西家住宅」「旧中西家住宅」

（
敬
称
略
）

府
人
権
啓
発
の

「
詩
」
で
み
ご
と
入
選

大
和
田
中

年

前
田
さ
ん

大
和
田
中
学

年
生
の
前
田
恵
美

さ
ん
が
、「
第

回
人
権
啓
発
詩
・

読
書
感
想
文
」
の
中
学
生
・
詩
部
門

で
、
見
事
入
選
を
果
た
し
た
。

大
阪
府
・
大
阪
府
教
育
委
員
会
、

人
権
啓
発
推
進
大
阪
協
議
会
が
主
催

で
、
詩
部
門
は
府
内
に
居
住
又
は
府

内
の
学
校
・
会
社
等
に
通
学
・
通
勤

す
る
人
が
対
象
。
今
回
、
詩
・
読
書

感
想
文
あ
わ
せ
て

、

点
の

応
募
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
入
選
し
た

の
は

点
だ
っ
た
。
前
田
さ
ん
が
受

賞
し
た
詩
の
タ
イ
ト
ル
は
「
私
と
あ

な
た
」。
表
彰
式
は

月

日
、
大

阪
国
際
平
和
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。

（
情
報
技
術
）へ
の
対
応
度
は

全
国
的
に
も
上
位
国
際
大
女
子
大

全
国
的
に
も
上
位
国
際
大
女
子
大

大
学
の
パ
ソ
コ
ン
装
備
率
の
格
差

が
広
が
っ
て
い
る
な
か
、
国
際
大
・

女
子
大
の
情
報
装
備
の
充
実
ぶ
り
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。

学
生
が
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
す
る
環
境
は
、
大
学
に

よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
。

メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
発
行
す
る
大
学
も
増
え
て
お

り
、
国
際
大
・
女
子
大
で
は
全
員
が

ア
ド
レ
ス
を
持
つ
。
女
子
大
情
報
教

育
セ
ン
タ
ー
の
桶
谷
猪
久
夫
教
授
に

よ
る
と
「
本
学
で
は
、
全
学
科
に
情

報
関
連
科
目
が
配
置
さ
れ
、
先
進
的

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
下
で
学
生
が

情
報
機
器
を
電
子
文
房
具
と
し
て
、

ま
た
専
門
分
野
の
問
題
点
の
摘
出
と

そ
の
解
決
に
情
報
機
器
を
適
切
に
使

い
こ
な
す
能
力
を
身
に
つ
け
る
教
育

を
強
力
に
推
進
し
て
い
る
」
と
の
こ

と
。
ま
た
、
昨
年

月
に
オ
ー
プ
ン

（
完
成
は

月
）
し
た
女
子
大

号

館
で
は
、
最
新
情
報
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
多
種
多
様
な
情
報
を
学
生
に

活
用
し
て
も
ら
う
場
と
な
っ
て
い
る
。

「
日
本
の
大
学
」

年
度

版
（
東
洋
経
済
新
報
社
刊
）
の
資
料

に
基
づ
い
た
「
学
生
何
人
に
対
し
て

台
の
パ
ソ
コ
ン
が
あ
る
か
ラ
ン
キ

ン
グ
」（
週
刊
東
洋
経
済
平
成

年

月

日
発
行
）
調
査
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
女
子
大
（

台
当
た
り
学
生

数

人
）
は
全
国
大
学

中

位
、
国
際
大
（
同

人
）
も
同

位
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

学
園
グ
ル
ー
プ
の

事
務
所
を
北
浜
に
移
転

学
園
の
分
室
と
し
て
設
け
ら
れ
て

い
た
学
園
サ
テ
ラ
イ
ト
が
昨
年

月

に
閉
鎖
さ
れ
た
こ
と
で
、
大
阪
国
際

学
園
グ
ル
ー
プ
の

イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
（

）
は
、

事
務
所
を
こ
れ
ま
で
の
心
斎
橋
か
ら

中
央
区
北
浜
に
移
し
、

月

日
か

ら
従
来
の
旅
行
代
理
店
、
損
保
代
理

業
な
ど
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

ま
た
、

は

月
に
解
散
と

な
っ
た
同
グ
ル
ー
プ
の

オ
ー
ア
イ

コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
（

）
の
営
業
譲

渡
を
受
け
、
物

販
、
衣
装
レ
ン

タ
ル
業
な
ど
の

活
動
も
引
き
継

い
で
い
る
。

新
発
足
と
な
っ
た

は
、

月
に
移
転
案
内
な
ど
を
掲
載
し
た

「

新
聞
」
創
刊
号
を
発
行
。

続
く

月
に
も
第

号
を
発
行
、
旅

行
や
保
険
の
学
園
支
援
事
業
を
掲
載

し
た
。「

新
聞
」
は
今
後
も

定
期
的
に
発
行
す
る
予
定
。

大
阪
市
中
央
区
北
浜

北
浜
長
尾
ビ
ル

階

「
文
部
省
特
色
教
育
振
興
モ
デ
ル
事
業
」

滝
井
高
で
研
究
発
表
会
開
催

滝
井
高
校
で
は
、
平
成

年
度
か

ら

生
き
る
力

を
養
う
「
特
色
講

座
」
に
取
り
組
み
、

・

年
度
に

文
部
省
の
「
特
色
教
育
振
興
モ
デ
ル

事
業
」
の
指
定
を
受
け
て
、
研
究
を

重
ね
て
き
た
。
そ
の
成
果
を
広
く
問

う
研
究
発
表
会
を

月

日
に
同
校

を
会
場
に
催
し
た
。
主
催
は
高
校
と

学
園
で
実
施
、
大
阪
府
や
守
口
市
そ

の
他
多
く
の
後
援
を
得
て
、
多
彩
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
、
大
阪
府
下

中
学
・
高
校
の
教
員
約

名
が

参
加
さ
れ
た
。

「
特
色
講
座
」
は
、
大
学
、
短
大

レ
ベ
ル
の
教
養
課
程
の
内
容
の
一
部

を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
導
入
、
実
習
や

体
験
を
中
心
に
生
き
る
力
を
養
う
授

業
を
展
開
す
る
と
い
う
も
の
で
、
内

容
に
応
じ
て
大
学
・
短
大
の
教
員
や

一
般
人
の
専
門
家
を
招
い
て
開
講
。

生
徒
が
自
分
の
興
味
で
選
択
し
、
自

主
的
に
知
識
・
教
養
を
身
に
つ
け
、

進
路
選
択
の
指
針
に
も
な
っ
て
い
る
。

今
回
『
特
色
講
座
に
よ
る
総
合
的

な
学
習
の
実
践
』

実
習
、
体
験
を

通
じ
て
の
「
生
き
る
力
」
の
養
成

を
テ
ー
マ
に
、

「
日
本
文
化
と
マ

ナ
ー
」

「
ヘ
ル
ス

セ
イ
フ

テ
ィ
ー
」

「
宇
宙
船

地
球
号
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

「
こ
ど
も

と
お
は
な
し
」

「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
エ
チ
ュ
ー
ド
」
の

つ
の
公
開
授

業
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
講

座
分
科
会
に
分
か
れ
発
表
・
助
言
、

午
後
か
ら
は
全
体
会
を
開
き
、
特
色

講
座
の
内
容
と
モ
デ
ル
事
業
の
経
過

を
報
告
。
そ
の
後
、
日
本
医
療
秘
書

専
門
学
校
の
池
坊
雅
史
校
長
を
招
い

て
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

日
展（
書
）初
入
選

短
大

期
生
の

宇
佐
美
さ
ん

展（
書
）初
入
選

短
大

期
生

宇
佐
美
さ

帝
国
女
子
短
期
大
学
（
現
大
阪
国

際
女
子
短
期
大
学
）
家
政
科
の

期

生
と
し
て
昭
和

年

月
に
卒
業
の

宇
佐
美
和
子
さ
ん
（
雅
号
・
香
園
）

が
、
昨
年

月
日
展
五
科
書
部
門
に

初
入
選
、

年
の
書
の
道
に
華
を
咲

か
せ
た
。
宇
佐
美
さ
ん
は
読
売
書
法

会
評
議
員
で
書
道
教
室
を
主
宰
。
日

展
入
選
作
で
あ
る
「
春
日
憶
李
白
」

は
、
東
京
都
美
術
館
を
皮
切
り
に
各

地
を
巡
回
、

月
以
降
は
佐
賀
、
岡

山
な
ど
を
回
る
。

国
際
大
留
学
生
別
科
生
の
邱

品

（
キ
ュ
ウ

ヒ
ン
ユ
）
さ
ん
（
台

湾
出
身
）
が
、

月

日
に
行
わ
れ

た
「
第

回
関
西
地
区
外
国
人
留
学

生
に
よ
る
日
本
語
弁
論
大
会

母
国

を
み
つ
め
て

日
本
か
ら
の
手
紙

」
で
、
見
事
朝
日
放
送
賞
（
テ
ー

マ
・
梅
の
花
の
よ
う
に
）
を
受
賞
し

た
。 日

本
語
弁
論
大
会
朝
日
放
送
賞

留
学
生

邱
さ
ん
受
賞
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奥
田
政
三
教
育
・

奥
田
政
三
教
育
・

研
究
基
金
奨
学
生

研
究
基
金
奨
学
生

中
世
後
期
（
一
二
五

一
五

年
）
の
ド
イ
ツ
、
こ
ん
な
古
い
時

代
の
遠
い
国
の
こ
と
に
人
は
関
心
を

も
た
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し

当
時
の
ド
イ
ツ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中

心
だ
っ
た
し
、
こ
の
時
代
の
人
の
生

き
方
は
実
は
近
代
ま
で
そ
う
変
わ
ら

の
よ
う
に
振
る
舞
い
、
互
い
に
接
し

あ
っ
て
い
た
の
か
、
彼
ら
の
信
仰
や

も
の
の
考
え
方
か
ら
衣
食
住
で
の
暮

ら
し
ぶ
り
ま
で
、
歴
史
の
背
景
を
な

す
当
た
り
前
の
こ
と
を
我
々
は
ほ
と

ん
ど
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
今
回
、
こ
う
し
た
知
識

の
隙
間
を
埋
め
て
く
れ
る
歴
史
の
名

著
が
翻
訳
さ
れ
た
。
一
九
七
二
年
に

刊
行
さ
れ
た
本
書
の
著
者
は
、
一
人

は
ゲ
ル
マ
ン
学
・
民
俗
学
、
も
う
一

人
は
中
世
史
学
の
大
家
で
い
ず
れ
も

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
教
授
だ
っ
た
（
す

で
に
故
人
）
学
者
兄
弟
で
あ
る
。「
文

化
史
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
と
い
う
大
き

な
叢
書
の
中
の
一
冊
で
、
目
次
を
見

れ
ば
わ
か
る
が
、
本
書
は
中
世
後
期

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
・
社
会
・
文

化
・
技
術
な
ど
表
向
き
の
諸
相
を
驚

く
ほ
ど
広
く
、
詳
し
く
紹
介
し
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
社
会
か
ら
締
め
出

さ
れ
た
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
（
ユ
ダ
ヤ

人
・
行
商
人
・
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・

異
端
・
魔
女
な
ど
）
の
悲
惨
な
、
し

か
し
活
力
に
満
ち
た
裏
の
世
界
も
生

き
生
き
と
描
い
て
い
る
。

訳
者
は
か
つ
て
留
学
生
時
代
に
著

者
の
一
人
に
直
接
教
え
を
受
け
、
そ

の
恩
義
に
報
い
る
た
め
こ
の
翻
訳
を

志
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
歴
史

家
で
な
い
訳
者
に
と
っ
て
こ
の
よ
う

な
百
科
全
書
的
大
著
を
こ
な
す
に
は

大
変
な
努
力
を
要
し
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
そ
の
労
を
多
と
し
た
い
。

（
評
者
・
大
阪
国
際
大
学

政
経
学
部
教
授

木
谷

勤
）

ず
に
続
い
た
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
古

い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
こ
と
を
知
ろ
う
と

す
る
と
き
、
我
々
が
困
る
の
は
、
こ

の
時
代
の
政
治
・
社
会
の
仕
組
み
や

人
の
生
き
様
に
つ
い
て
具
体
的
な
イ

メ
ー
ジ
が
全
く
浮
か
ば
な
い
こ
と
で

あ
ろ
う
。

皇
帝
、
諸
侯
、
騎
士
、
商
人
、
手

工
業
者
、
農
民
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

身
分
や
職
業
の
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
ど

BOOK

大阪国際大学
政経学部教授

鎌野 多美子 訳

「
中
世
後
期
の
ド
イ
ツ
文
化

年
か
ら

年
ま
で
」

三
修
社

ハ
ン
ス
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・

ロ
ー
ゼ
ン
フ
ェ
ル
ト

ヘ
ル
ム
ー
ト
・
ロ
ー
ゼ
ン

フ
ェ
ル
ト

（著）

大
阪
国
際
滝
井
高
等
学
校

普 通 科
専 願 併 願

受験者数 合格者数 受験者数 合格者数

アカデミック（標準） （ ） （ ） （ ） （ ）
グローバル （国際） （ ） （ ） （ ） （ ）

エクセレント（特進） （ ） （ ） （ ） （ ）

次 （ ） （ ） （ ） （ ）

合 計 （ ） （ ） （ ） （ ）

回し合格者含む （ ）は前年度

大
阪
国
際
滝
井
高
等
学
校

大
和
田
高
等
学
校

普 通 科
専 願 併 願

受験者数 合格者数 受験者数 合格者数

英 数 （ ） （ ） （ ） （ ）

国 際 ・ 教 養 （ ） （ ） （ ） （ ）
次 （ ） （ ） （ ） （ ）

合 計 （ ） （ ） （ ） （ ）

回し合格者含む （ ）は前年度

大
和
田
高
等
学
校

大
和
田
中
学
校

受験者数 合格者数

次 （ ） （ ）

次 （ ） （ ）

合 計 （ ） （ ）

（ ）は前年度

大
和
田
中
学
校

平
成

年
度
入
試

平
成

年
度
入
試

推
薦
入
試
の
定
着
率
上
昇

セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
の
志
願
者
増

大
阪
国
際
大

大
阪
国
際
大

平
成

年
度
入
試
に
つ
い
て
は
定

数
確
保
・
志
願
者
増
を
目
標
に
大
幅

な
変
更
を
試
み
た
が
、
今
一
般
入
試

を
終
え
た
段
階
で
、
ま
ず
ま
ず
の

成
果
が
得
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

先
ず
、推
薦
入
試
は
、定
員
の

％

を
割
り
当
て
て
募
集
し
た
が
志
願
者

数
は
経
営
情
報
学
部
の
増
、
法
政
経

学
部
の
減
、
で
は
あ
っ
た
が
全
学
的

に
は
昨
年
度
を
や
や
上
回
り
、
合
格

者
の
競
争
率
も
昨
年
度
の

倍
、
今

年

倍
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。
推

薦
が
終
わ
っ
た
段
階
で
昨
年
末
毎
日

新
聞
に
、
あ
る
予
備
校
が
「
勢
い
を

感
ず
る
」
と
評
し
て
く
れ
た
ご
と
く

高
校
訪
問
や
、
本
学
主
催
の
説
明
会
、

地
方
で
の
業
者
主
催
の
大
学
進
学
説

明
会
に
お
い
て
も
あ
る
程
度
の
手
ご

た
え
は
感
じ
て
い
た
。
経
営
情
報
、

法
政
経
と
も
に
予
想
以
上
の
入
学
手

続
者
を
み
て
、
推
薦
で
多
数
の
入
学

予
定
数
が
確
保
で
き
た
。

そ
の
分
、
一
般
入
試
へ
の
し
わ
寄

せ
に
な
っ
た
の
が
経
営
情
報
学
部
で
、

一
般

の
定
員

名
に
対
し

倍
強

の
志
願
者
が
あ
り
、
合
格
者
の
競
争

率
も

倍
と
な
り
多
く
の
不
合
格
者

を
出
さ
ざ
る
を
得
ず
、
大
変
つ
ら
い

措
置
で
あ
っ
た
。

そ
の
反
動
が
一
般
入
試

に
懸
念

さ
れ
た
が
、

日
程
に
お
い
て
も
ま

ず
ま
ず
の
志
願
者
が
集
ま
り
、
先
ず

は
入
試
制
度
変
更
の
成
果
は
あ
っ
た

か
と
思
う
。

セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
は
昨
年

度
と
同
じ

次
・

次
の
対
応
で

あ
っ
た
が
、
志
願
者
が
大
幅
に
増
加

し
、
今
年
の

・

ポ
イ
ン
ト
の
一

つ
に
し
た
成
果
が
あ
っ
た
か
と
思
う
。

地
方
会
場
に
つ
い
て
も
、
今
年
度

か
ら
京
都
・
大
阪
南
（
天
王
寺
）
会

場
を
設
け
た
が
こ
の
地
で
の
受
験
は

好
評
で
あ
っ
た
。
他
の
会
場
に
つ
い

て
は
今
一
度
見
直
し
て
み
た
い
。

ま
た
、
高
校
現
場
か
ら
、
一
般
入

試
の
定
員
が
あ
ま
り
に
こ
ま
ぎ
れ
で

募
集
定
員
の
少
な
い
の
は
受
験
生
に

不
安
を
与
え
る
と
い
う
声
が
あ
り
、

推
薦
入
試
の
定
員
と
共
に
今
後
の
検

討
課
題
と
思
っ
て
い
る
。

（
大
阪
国
際
大
学

入
試
室
長

中
島
是
美
）

苦
戦
な
が
ら
も
手
続
率
ア
ッ
プ
に
尽
力

受
験
生
の
女
子
大
・
短
大
離
れ
が

一
層
進
む
中
、
平
成

年
度
入
試
で

は
大
学
・
短
大
と
も
に
定
員
の
確
保

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

本
学
を
第

一
志
望
と
す
る
受
験
生
に
一
人
で
も

多
く
入
学
し
て
も
ら
い
た
い

こ
と

を
大
き
な
目
標
に
掲
げ
、
各
方
面
の

協
力
を
得
て
募
集
戦
略
の
策
定
と
実

行
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

特
に
、
文
部
省
の
推
薦
入
試
定
員

に
係
る
規
制
緩
和
と
、
年
内
中
に
進

学
先
大
学
・
短
大
を
決
定
し
た
い
と

い
う
女
子
生
徒
の
志
向
を
踏
ま
え
、

前
年
度
よ
り
募
集
人
員
中
の
推
薦
入

試
に
占
め
る
割
合
を
大
き
く
し
た
募

集
要
項
を
定
め
、
上
記
目
標
の
達
成

を
目
指
し
ま
し
た
。

他
大
学
・
短
大
に
先
駆
け
て
実
施

し
た
専
願
制
の
特
別
推
薦
入
試
（
指

定
校
・
指
定
ス
ポ
ー
ツ
・
一
芸
一

能
）
で
は
、
各
学
科
・
コ
ー
ス
間
で

多
少
の
ば
ら
つ
き
が
出
た
も
の
の
、

学
業
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
等
の

大
阪
国
際
女
子
大
短
大

大
阪
国
際
女
子
大
短
大

分
野
に
お
い
て
優
れ
た
能
力
、
実
績

を
持
つ
生
徒
を
概
ね
目
標
ど
お
り
に

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

続
け
て
実
施
し
た
公
募
制
の
推
薦

入
試

期
・

期
で
は
、
昨
年
度
並

み
の
志
願
者
数
を
期
待
し
た
も
の
の
、

実
際
は
予
想
を
下
回
る
も
の
と
な
り

ま
し
た
が
、
合
格
発
表
後
の
入
学
手

続
で
は
大
学
・
短
大
と
も

％
を
超

え
る
手
続
率
を
達
成
し
、
苦
戦
の
中

に
も
う
れ
し
い
側
面
も
。

年
明
け
の
一
般
入
試
で
も
志
願
者

の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、

苦
し
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
が
、
合

格
通
知
書
送
付
時
に
手
続
率
ア
ッ
プ

を
促
す
各
学
科
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
書

を
同
封
す
る
な
ど
、
教
職
員
が
一
体

と
な
っ
た
努
力
を
続
け
ま
し
た
。

平
成

年
度
入
試
を
振
り
返
り
、

入
学
者
確
保
は
単
な
る
志
願
者
増
を

狙
う
だ
け
の
戦
略
で
は
な
く
、
受
験

生
個
々
に
対
し
如
何
に
し
て
本
学
を

正
し
く
理
解
し
て
も
ら
え
る
か

と
い
う
地
道
な
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
た
次
第

で
す
。

（
大
阪
国
際
女
子
大
学
・
短
期
大
学

入
試
室
課
長

塚
本
和
宏
）

減
少
つ
づ
く「
専
願
」の
な
か

「
併
願
」の
戻
り
上
昇
に
救
い

少
子
化
、
不
況
感
、
公
立
志
向
の

顕
在
化
、
私
学
男
子
校
・
女
子
校
の

共
学
化
、
女
子
の
共
学
志
向
の
高
ま

り
、
公
立
校
の
男
女
比
率
を
超
え
た

入
学
許
可
な
ど
、
私
立
女
子
高
を
と

り
ま
く
過
酷
な
環
境
の
中
、
昨
年
と

同
数
の

名
の
募
集
定
員
を
掲

げ
て
全
校
一
致
団
結
し
、
必
死
の
募

集
活
動
を
展
開
し
た
。

特
に
、
今
年
は
本
校
の

コ
ー
ス

が
英
語
名
で
統
一
さ
れ
、
入
試
科
目

が

科
目
に
減
じ
ら
れ
た
り
、
教
科

複
合
型
の
特
色
講
座
が
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
・
コ
ー
ス
に
導
入
さ
れ
る
な
ど
、

学
校
改
革
に
着
手
し
て
か
ら

年
目

を
迎
え
、
こ
れ
ら
の
受
験
生
・
保
護

者
に
対
す
る
認
知
度
・
浸
透
度
を
検

証
す
る
機
会
で
も
あ
っ
た
。

回
に
及
ぶ
オ
ー
プ
ン
・
キ
ャ
ン

パ
ス
、

回
実
施
の
保
護
者
対
象
入

試
説
明
会
へ
の
動
員
数
は
昨
年
度
並

み
、
専
願
志
向
の
参
加
生
徒
は
昨
年

度
比
約

名
減
と
の
予
想
を
立
て
て

い
た
が
、
実
際
の
出
願
は
約

名
減
、

専
願
率

％
の
結
果
に
終
わ
っ
た
。

専
願
率
だ
け
を
見
る
と
、
平
成

年
度
を
起
点
に
毎
年

％
ず
つ
下
落

し
て
お
り
、
危
険
水
域
の

％
に
近

づ
き
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
は
、
女
子
の

大
阪
国
際
滝
井
高
校

大
阪
国
際
滝
井
高
校

共
学
志
向
の
高
ま
り
と
本
校
よ
り
レ

ベ
ル
が
高
い
と
み
な
さ
れ
て
い
る
女

子
高
が
レ
ベ
ル
を
下
げ
、
ブ
ラ
ン
ド

志
向
の
生
徒
が
流
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
る
。
今
後
、
本
校
の

よ
り
一
層
の
特
色
化
と
魅
力
付
け
が

急
が
れ
る
。

た
だ
、
一
つ
の
救
い
は
、
平
成

年
を
境
に
本
校
に
対
す
る
評
価
が
、

そ
れ
ま
で
の
専
願
校
か
ら
併
願
校
に

変
わ
っ
た
よ
う
で
、
併
願
者
の
戻
り

率
が
上
昇
し
、
入
学
生
の
レ
ベ
ル
ダ

ウ
ン
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
る
点

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
総
合
的
に
判
断

す
る
と
、
入
学
者
数
は
約

名

程
度
と
推
察
さ
れ
る
。（

月

日

現
在
）

（
大
阪
国
際
滝
井
高
校

校
長

福
井
昭
典
）

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
へ

「
普
通
」を「
国
際
・
教
養
コ
ー
ス
」に

今
年
も
少
子
化
と
長
引
く
経
済
不

況
で
、
私
学
の
生
徒
募
集
は
苦
戦
の

年
で
し
た
。
特
に
女
子
高
校
に
と
っ

て
は
、
公
立
高
校
の
入
試
制
度
の
大

き
な
変
更
で
女
子
の
方
が
男
子
よ
り

も
合
格
率
も
合
格
者
数
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
子
高
校
へ
の

専
願
者
数
が
激
減
し
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
本
校
で
は
昨
年
の
経
験

を
生
か
し
て

魅
力
あ
る
学
校
づ
く

り

で
、
一
人
で
も
多
く
の
優
秀
な

大
阪
国
際
大
和
田
高
校

大
阪
国
際
大
和
田
高
校

受
験
生
を
集
め
る
た
め
に
、
今
ま
で

の
「
普
通
コ
ー
ス
」
を
「
国
際
・
教

養
コ
ー
ス
」
に
名
称
も
内
容
も
変
更

し
、
英
数
コ
ー
ス
・
国
際
ク
ラ
ス
・

教
養
ク
ラ
ス
の
三
本
柱
で
、
細
か
く

目
標
を
定
め
て
生
徒
を
募
集
し
ま
し

た
。
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
・
入
試
説

明
会
・
中
学
校
や
塾
な
ど
へ
の
広
報

活
動
に
も
努
力
し
た
結
果
、
府
下
全

域
で
昨
年
よ
り
生
徒
が

名
減
の
な
か
、
本
校
で
は

名
も
多

く
受
験
生
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。次

入
試
も
行
っ
て
昨
年
以
上
の

生
徒
を
集
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
続
く
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
進
学
校
を
め
ざ
し
、

大
和
田
高
校
の
教
育
目
標
を
高
く
定

め
て
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ー
ス
制
の
採
用
と
英
語
教
育
の
充
実

中
学
校
は
義
務
教
育
の
う
え
、
一

昨
年
度
よ
り
受
験
機
会
の
多
様
化
に

よ
り
、
ひ
と
り
で

校
の
受
験

が
あ
た
り
ま
え
と
い
う
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
保
護
者
の
要
望
も

高
く
、
受
験
生
は
進
学
校
に
集
中
し

ま
し
た
。
本
校
で
は
今
年
か
ら
コ
ー

ス
制
の
採
用
（
英
数
コ
ー
ス
・
国
際

コ
ー
ス
）
と
、
英
語
教
育
の
充
実
、

き
め
細
や
か
な
生
活
指
導
を
旗
印
に

募
集
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、

定
着
す
る
の
に
時
間
が
か
か
る
の
と
、

経
済
不
況
も
加
わ
り
大
変
厳
し
い
状

況
と
な
り
ま
し
た
。

一
日
も
早
く
教
育
内
容
を
充
実
し

て
社
会
的
評
価
を
高
め
る
こ
と
と
、

在
学
し
て
い
る
生
徒
の
実
力
養
成
と

満
足
度
向
上
を
め
ざ
し
て
一
人
ひ
と

り
を
大
切
に
育
て
て
い
く
重
要
性
を

大
阪
国
際
大
和
田
中
学
校

大
阪
国
際
大
和
田
中
学
校

女
子
大
フ
リ
ン
ダ
ー
ス
大
学

派
遣
学
生

曲
渕
さ
お
り
（
コ
ミ

）

梅
澤
典

子

篠
原
由
美

古
市
佳
奈
永

三
原

西
笛

香
（
以
上
国
際
コ
ミ

）

後
藤
未
央

森
下
聖
子
（
同

）

柵
木
佳
子
（
ス
ポ

）

女
子
大
日
本
語
教
員

ア
シ
ス
タ
ン
ト
派
遣
学
生

磯
村
有
加

岩
崎
泰
子

中
村
朋
美

湯
浅
加
奈
子
（
以
上
国
際
コ
ミ

）

土
居
夕
香
（
同

）

安
藤
紀
子
（
同

）

小
野
純
子
（
人
健

）

秋
田

美
里
（
ス
ポ

）

張
替
梨
絵
（
同

）

大
和
田
高
ジ
ー
ロ
ン
・
グ
ラ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
派
遣
生
徒

柿
原
亜
希

落

朋
美

豊
原
富
栄

宮
崎
彩
子
（
以
上

）

痛
感
し
て
い
ま
す
。

（
大
阪
国
際
大
和
田
中
・
高
校

校
長

奥
田
三
郎
）（敬称略）

DATA 平成 年度 入試結果DATA 平成 年度 入試結果

大
阪
国
際
大
学

志 願 者 数 合 格 者 数

経 営 情 報 学 部

法 政 経 学 部

大
阪
国
際
大
学

大
阪
国
際
女
子
大
学

志 願 者 数 合 格 者 数

人 間 科 学 部

大
阪
国
際
女
子
大
学

大
阪
国
際
女
子
短
期
大
学

志 願 者 数 合 格 者 数

全 学 科

大
阪
国
際
女
子
短
期
大
学

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

志 願 者 数 合 格 者 数

大
学
院

修
士
課
程

経営情報学研究科

総合社会科学研究科

大学院博士（後期）課程

大
阪
国
際
大
学
大
学
院
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大阪国際学園
CALENDAR

大阪国際大学
大学院 経営情報学部 政経学部 留学生別科

入学宣誓式、保護者懇談会
新入生・在学生オリエンテーション

（ ）
新入生履修オリエンテーション
前期授業開始
新入生フレッシュマンキャンプ

（ ）
前期授業終了
前期補講（ ）
前期試験（ ）

大阪国際女子大学
人間科学部社会コミュニケーション学科 人間健康科学科
国際コミュニケーション学科 スポーツ行動学科

大阪国際女子短期大学
家政科 幼児教育科 国際文化学科

新入生登学日
入学宣誓式
新入生学外オリエンテーション

（ ）
前期開講
前期終講
集中講義・補講（ ）
前期試験（ ）

大阪国際滝井高等学校
新入生登校
入学式、始業式
新入生オリエンテーション
、 年遠足
年進路研修
年進路保護者会

中間考査（ ）
球技大会
保護者会（ ）
コーラス大会
期末考査（ ）（ 年）
期末考査（ ）（ 、 年）
修学旅行（オーストラリア）（ ）
修学旅行（カナダ）（ ）
修学旅行（北海道）（ ）
終業式

大阪国際大和田高等学校
大阪国際大和田中学校

入学式予行
入学式、始業式
新入生オリエンテーション
年進路講演会（高校）

防災訓練
遠足

総会
中間考査（ ）（高校）
中間考査（ ）（中学）
年 懇談会（高校）

体育祭
保護者会（ ）
授業参観（中学）
芸術観賞
期末考査（ ）（高校）
期末考査（ ）（中学）
終業式（高校）
修学旅行（ ）（高校 年）
終業式（中学）

大阪国際大和田幼稚園
入園式
始業式
親子遠足
日曜参観日
音楽発表会
終業式
夏季保育（ ）

大阪国際学園
CALENDAR

大阪国際大学
大学院 経営情報学部 政経学部 留学生別科

大阪国際女子大学
人間科学部社会コミュニケーション学科 人間健康科学科
国際コミュニケーション学科 スポーツ行動学科

大阪国際女子短期大学
家政科 幼児教育科 国際文化学科

大阪国際滝井高等学校

大阪国際大和田高等学校
大阪国際大和田中学校

大阪国際大和田幼稚園

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
ニ
ュ
ー
ス

短大 家政科課外講座（講師は芦屋喜楽苑長の市川禮子氏）
女子大 短大 モンゴル日本文化交流促進協会（協会名・アリアンス）

顧問のツェベクマ女史が来学
大和田中 高 平成 年度教育文化週間私学教育功労者に青木一夫教頭
大和田中 高 竹田泰伴教諭が私立学校教員海外派遣で研修（ ）

・ ・
短大 門真市婦人学級で幼児教育科の朝倉 洋教授が講演

女子大 ノーベル賞受賞者囲むフォーラムに国際コミュニケー
ション学科のブラッド・ヴィスゲイティス助教授が聴
講で新聞にコメント（関西学院大）

大和田高 吹奏楽部が「東地区公民館祭」出演（東地区体育館）
女子大 短大 守口市「高齢者教養講座」で塩見伊佐男非常勤講師が

講演（菊水老人福祉センター）
女子大・短大 異文化講演会、講師に作詞家のもず唱平氏（テーマ

「ボーダレス時代の音楽」）

・
女子大 スポーツ行動学科・人間健康科学科国内研修（財団法

人北陸体力研究所他）
女子大・短大「第 回国際グリム賞（国際児童文学研究賞）」受賞者、

ジャック・ザイプス・米ミネソタ大教授の受賞記念講
演会（大阪国際児童文学館など主催）

滝井高 クラブ活動振興会保護者対象社会見学（京都嵐山・嵯
峨野方面）

大和田高 人権教育講演会（講師は大阪府立寝屋川養護学校教諭
の内藤 壽氏）

女子大 短大 食堂バイキング感謝
女子大・短大 女性学研究所学内講演会（講師はタレントで色彩心理

カウンセラーのパリー木下氏）
月 短大 英語科卒業生の高岡マミさんがシンガポール航空の機

内紙に登場
女子大 短大 全学講演会（講師は帝塚山大学法政策学部助教授の中

川幾郎氏）

・ ・
国際大 インターネットによる電子雑誌の利用及び操作説明会

（研究所情報棟 階コンピュータ演習室）
国際大 クリスマスをイメージし事務局前の木に電飾
短大 幼児教育科「第 回音楽コース演奏会」（門真ルミエー

ルホール）
女子大 門真市の「エイジレス生涯学習 自己志向と自己実現

が高まるなかで 」で国際コミュニケーション学科の
喜谷美宣教授が講師（門真市文化会館）

女子大 合唱部「クリスマスコンサート」（鶴見老人福祉施設
ラガール）

国際大 井戸田 侃教授が「横山ノック知事の強制わいせつ問
題」でコメント

女子大 アイススケート講座（なみはやドームメインスケート
リンク場）

平成 年
滝井高 幼稚園 雑誌「ヒューマングラフ冬の号」に福井昭典校長と久

保和男園長が登場
滝井高 大阪新聞の「私立入試出題のカギ」に本校が登場、内

容は英語の問題と解説
滝井高 年生の藤野貴世子さんが「第 回国際高校生選抜書

展（毎日新聞社、毎日書道会主催）」で入選
国際大 協定校の柳韓大学（韓国）産業日本語科研修団が枚方

市立西長尾小学校を訪問、本学留学生も参加
国際大 沖縄県名護市の名桜大学と単位互換協定調印式
国際大 本学留学生が京田辺市立松井ヶ丘小学校と国際交流
大和田高 週刊釣具新聞に峰松茂美非常勤講師が登場
学園 理事の佐野四郎氏が虚血性心疾患のため逝去
大和田高 第 回大阪国際大和田杯争奪ソフトボール大会（門真

や交野の の中学校を招待）
国際大 インターネットで「日経テレコン 」「ジャーナルイ

ンデックス」サービス開始（国際大内限定）

・
女子大 平成 年度人間科学部卒業研究発表会

短大 幼児教育科音楽コース「第 回卒業演奏会」
短大 ルミエール音楽サロンVOL 「St バレンタインコン

サート」に幼児教育科の朝倉 洋教授が出演
滝井高、大和田中 高 吹奏楽部が守口市民音楽コンサート「第 回ハロー・

フェスティバル」出演（さつきホールもりぐち）
女子大・短大 女性の再就職講座（門真市と共催）

女子大・短大 学友会スキー・スノーボード講習会（長野県栂池高原
スキー場）

女子大・短大 第 回教職員研修会（講師は弁護士の木村哲也氏）

短大 家政科課外講座（講師は芦屋喜楽苑長の市川禮子氏）
女子大 短大 モンゴル日本文化交流促進協会（協会名・アリアンス）

顧問のツェベクマ女史が来学
大和田中 高 平成 年度教育文化週間私学教育功労者に青木一夫教頭
大和田中 高 竹田泰伴教諭が私立学校教員海外派遣で研修（ ）

・ ・
短大 門真市婦人学級で幼児教育科の朝倉 洋教授が講演

女子大 ノーベル賞受賞者囲むフォーラムに国際コミュニケー
ション学科のブラッド・ヴィスゲイティス助教授が聴
講で新聞にコメント（関西学院大）

大和田高 吹奏楽部が「東地区公民館祭」出演（東地区体育館）
女子大 短大 守口市「高齢者教養講座」で塩見伊佐男非常勤講師が

講演（菊水老人福祉センター）
女子大・短大 異文化講演会、講師に作詞家のもず唱平氏（テーマ

「ボーダレス時代の音楽」）

・
女子大 スポーツ行動学科・人間健康科学科国内研修（財団法

人北陸体力研究所他）
女子大・短大「第 回国際グリム賞（国際児童文学研究賞）」受賞者、

ジャック・ザイプス・米ミネソタ大教授の受賞記念講
演会（大阪国際児童文学館など主催）

滝井高 クラブ活動振興会保護者対象社会見学（京都嵐山・嵯
峨野方面）

大和田高 人権教育講演会（講師は大阪府立寝屋川養護学校教諭
の内藤 壽氏）

女子大 短大 食堂バイキング感謝
女子大・短大 女性学研究所学内講演会（講師はタレントで色彩心理

カウンセラーのパリー木下氏）
月 短大 英語科卒業生の高岡マミさんがシンガポール航空の機

内紙に登場
女子大 短大 全学講演会（講師は帝塚山大学法政策学部助教授の中

川幾郎氏）

・ ・
国際大 インターネットによる電子雑誌の利用及び操作説明会

（研究所情報棟 階コンピュータ演習室）
国際大 クリスマスをイメージし事務局前の木に電飾
短大 幼児教育科「第 回音楽コース演奏会」（門真ルミエー

ルホール）
女子大 門真市の「エイジレス生涯学習 自己志向と自己実現

が高まるなかで 」で国際コミュニケーション学科の
喜谷美宣教授が講師（門真市文化会館）

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
ニ
ュ
ー
ス

、

女子大 合唱部「クリスマスコンサート」（鶴見老人福祉施設
ラガール）

国際大 井戸田 侃教授が「横山ノック知事の強制わいせつ問
題」でコメント

女子大 アイススケート講座（なみはやドームメインスケート
リンク場）

平成 年
滝井高 幼稚園 雑誌「ヒューマングラフ冬の号」に福井昭典校長と久

保和男園長が登場
滝井高 大阪新聞の「私立入試出題のカギ」に本校が登場、内

容は英語の問題と解説
滝井高 年生の藤野貴世子さんが「第 回国際高校生選抜書

展（毎日新聞社、毎日書道会主催）」で入選
国際大 協定校の柳韓大学（韓国）産業日本語科研修団が枚方

市立西長尾小学校を訪問、本学留学生も参加
国際大 沖縄県名護市の名桜大学と単位互換協定調印式
国際大 本学留学生が京田辺市立松井ヶ丘小学校と国際交流
大和田高 週刊釣具新聞に峰松茂美非常勤講師が登場
学園 理事の佐野四郎氏が虚血性心疾患のため逝去
大和田高 第 回大阪国際大和田杯争奪ソフトボール大会（門真

や交野の の中学校を招待）
国際大 インターネットで「日経テレコン 」「ジャーナルイ

ンデックス」サービス開始（国際大内限定）

・
女子大 平成 年度人間科学部卒業研究発表会

短大 幼児教育科音楽コース「第 回卒業演奏会」
短大 ルミエール音楽サロンVOL 「St バレンタインコン

サート」に幼児教育科の朝倉 洋教授が出演
滝井高、大和田中 高 吹奏楽部が守口市民音楽コンサート「第 回ハロー・

フェスティバル」出演（さつきホールもりぐち）
女子大・短大 女性の再就職講座（門真市と共催）

女子大・短大 学友会スキー・スノーボード講習会（長野県栂池高原
スキー場）

女子大・短大 第 回教職員研修会（講師は弁護士の木村哲也氏）

OB・OGレポートOB・OGレポート
「コミュニティ放送局」で“本物”に逢える日々
皆さんは、コミュニティ放送局をご存知ですか。各地域に密着した情報

を放送する小規模なラジオ局で、現在では全国に ヶ所あります。私は

現在、全国で 番目に誕生したコミュニティ放送局、愛知県豊橋市にある、

エフエム豊橋で制作スタッフとして働いています。

月曜と火曜の朝 時から 時までは、パーソナリティです。ニュース、

天気予報、イベント情報などを伝えます。水曜から金曜は、ディレクター。

機械を操作し、番組を進行させます。市役所の番組、“広報 エフエム豊橋”

も担当しています。内容は、生活に関わることから、芸術まで多岐に渡り

ます。その分、多くの分野で活躍する方達に直接会って話を聞くことが出

来ます。出勤時間は朝 時 分、帰るころには日がすっかり暮れている、

体力的にも時間的にもハードな仕事ですが、たくさんの“本物”に逢える

ので、目に見えない宝物を日々手に入れていると感じています。小規模な

ラジオ局だからこそ、自分のアイデアをすぐに取り入れる事が出来る。こ

れは、毎日が充実している理由のひとつだと思います。

最後に。色々な人に会える仕事がやりたい人、なんでも興味があるけれ

どなかなかひとつにしぼれない人、コミュニティ放送局は、そんなみなさ

んの活躍できる場所になるかもしれません。（守口市にも

がありますよ。）あとはあなたの情熱次第です。E mail koiti＠lime plala or jp

大
阪
国
際
女
子
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

年
卒

株
式
会
社
エ
フ
エ
ム
豊
橋

小
石

雅
枝

出向経験を武器に石油製品の輸送に邁進

私は現在、上野輸送 東京本社営業一部に勤務しております。石油製品

の総合物流企業である上野グループの一員として、タンクローリーによる

石油製品の陸上輸送を手掛けている会社です。私の仕事は本社営業として、

わが社の輸送数量のトップシェアを占める昭和シェル石油との折衝を担当

しております。

ガソリン価格の下落が進むなか、石油元売各社は生き残りを掛け様々な

コスト削減策を行っております。もちろん昭和シェル石油においても物流

コスト削減の為、あらゆる効率化策を打ち出しています。それらにいち早

く対応すべく、情報収集や資料作成、そして社内調整など日々パソコンを

駆使しながら仕事を進めています。当たり前の事ですが、顧客の信頼を得

て仕事を確保して行く事が使命であり、その信頼を勝ち取るためにも、必

要な知識や経験をまだまだたくさん積んで行かなければならないと痛感し

ております。私は入社してまもなく 年が過ぎますが、現在の営業一部に

配属の前に、 年間昭和シェル石油流通業務部へ出向をしておりました。

この貴重な経験で手に入れた人々との信頼関係を武器に、これからも常に

前向きに仕事に取り組んでいきたいと思っているところです。

大
阪
国
際
大
学
経
営
情
報
学
部

年
卒

上
野
輸
送

東
京
本
社
営
業
一
部

山
口

孝
宏

求
人
倍
率
大
学

、
短
大

と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
数

字
が
先
行
し
た
平
成

年
度
の
就
職

戦
線
は
、
そ
の
数
字
が
示
す
状
況
の

ま
ま
推
移
し
今
日
に
至
っ
た
。

文
部
、
労
働
両
省
の
調
査
に
よ
る

平
成

年

月

日
現
在
の
就
職
内

定
率
（
昨
年
比
）
は
、
四
大

％

（

％
）
四
大
女
子

％

（

％
）、
短
大

％
（

％
）
と
な
っ
て
お
り
、
正
式

内
定
開
始
日
の
内
定
率
は

年
連
続

大
学
全
入
時
代
を
目
の
当
た
り
に

し
て
学
生
の
質
の
低
下
が
話
題
に

な
っ
て
久
し
い
が
、
我
々
が
見
て
い

る
限
り
そ
ん
な
事
は
な
い
と
思
っ
て

い
る
。
部
屋
を
訪
れ
て

言
、

言

交
わ
し
て
い
く
彼
ら
か
ら
は
、
概
し

て
素
朴
、
純
情
、
真
面
目
の
い
ず
れ

か
を
感
じ
て
い
る
し
、
多
少
殻
を

被
っ
て
い
て
も
話
し
込
め
ば
味
の
あ

る
人
間
ば
か
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
卒
業
後
は
大
多
数
が

国
際
大

『
夢
発
見
』
に
向
け
て

社
会
に
出
て
い
く
彼
ら
に
ひ
と
つ
、

足
り
な
い
と
感
じ
る
も
の
が
「
夢
」

で
あ
る
。
今
ま
で
勉
強
に
忙
し
く
そ

れ
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
勝

手
に
想
像
し
て
い
る
が
、
何
か
生
き

て
い
く
上
で
の
活
力
の
源
ぐ
ら
い
は

持
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
と
思
っ

て
い
る
。

「
夢
」
の
欠
如
は
、
我
々
の
進
路

指
導
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

就
職
指
導
は

年
次
に
ま
ず
「
自
己

分
析
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
こ
れ

は
、
自
分
自
身
を
志
望
す
る
企
業
に

売
り
込
む
材
料
を
発
見
す
る
た
め
の

作
業
で
あ
っ
て
、
自
分
を
振
り
返
り
、

特
長
や
能
力
を
把
握
し
、
将
来
の
展

望
を
確
認
す
る
。
こ
れ
が
な
か
な
か

上
手
く
で
き
な
い
。「

年
後
の
自

分
と
言
わ
れ
た
っ
て
…
」
と
い
う
彼

ら
の
苦
し
み
を
よ
そ
に
、

年
次
生

に
残
さ
れ
た
時
間
は
余
り
に
も
短
い
。

そ
こ
で
就
職
室
で
は
平
成

年
度

の
新
入
生
か
ら
、「
夢
発
見
シ
ー
ト

（
仮
題
）」
な
る
も
の
を
用
意
す
る

こ
と
に
し
た
。
入
学
時
の
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
時
に
自
分
の
卒
業
後
の
夢
を

自
由
に
記
述
し
て
も
ら
い
、
前
期
、

夏
休
み
、
後
期
ご
と
に
そ
れ
を
達
成

す
る
た
め
の
中
間
目
標
を
設
定
、
各

期
の
終
わ
り
に
達
成
度
を
自
己
評
価

し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

試
行
段
階
だ
が
、
今
後
こ
れ
を
改
善
、

発
展
さ
せ
る
こ
と
で
、
有
意
義
な
大

学
生
活
を
送
る
学
生
が
増
え
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。

（
大
阪
国
際
大
学
就
職
室
係
長

渡
辺
雅
信
）

女
子
大

短

大

就
職
指
導
は
全
体
か
ら
個
別
へ

ダ
ウ
ン
し
て
い
る
。
し
か
も
、
今
回

の
就
職
難
が
、
企
業
の
業
績
悪
化
に

伴
う
一
時
的
な
採
用
抑
制
で
は
な
く
、

収
益
体
制
強
化
の
た
め
の
リ
ス
ト
ラ

に
よ
る
人
減
ら
し
や
、
年
功
序
列
・

終
身
雇
用
・
新
卒
一
括
採
用
と
い
う

日
本
的
人
事
制
度
の
終
焉
に
起
因
し
、

業
績
の
回
復
が
採
用
復
活
に
つ
な
が

ら
な
い
と
こ
ろ
に
深
刻
さ
が
あ
る
。

た
だ
、
現
状
が
厳
し
く
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
就
職
活
動
の
基
本
で
あ
る

人
生
観
や
職
業
観
の
醸
成
の
上
に

立
っ
た
自
己
分
析
と
、
企
業
研
究
の

重
要
性
が
増
し
て
く
る
。
就
職
室
と

し
て
は
、
そ
の
認
識
を
踏
ま
え
、

月
末
か
ら

ヵ
月
間
の
全
般
的
な
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
中
で
、
就
職
活
動

の
流
れ
を
理
解
さ
せ
る
と
共
に
、
自

己
分
析
や
企
業
研
究
の
必
要
性
、
お

よ
び
そ
の
目
的
や
方
法
を
繰
り
返
し

解
説
し
、
並
行
し
て
実
戦
的
な
就
職

試
験
対
策
と
な
る

検
査
、
職

業
適
性
検
査
、
時
事
問
題
な
ど
の
模

擬
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
き
た
。

月
か
ら
は
全
体
指
導
の
内
容
を

徹
底
す
る
た
め
に
、
個
人
面
談
、
履

歴
書
・
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
等
の
書

き
方
指
導
、
面
接
訓
練
な
ど
の
個
別

指
導
中
心
の
メ
ニ
ュ
ー
を
行
い
、

月
末
で
一
応
半
年
間
の
就
職
指
導
の

シ
リ
ー
ズ
を
完
結
す
る
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
就
職
戦
線
が
本
格
的
に
始

ま
っ
た
後
も
、
受
験
状
況
の
把
握
と

精
神
面
の
ケ
ア
ー
、
そ
し
て
受
験
先

の
斡
旋
と
個
別
指
導
は
ま
だ
ま
だ
続

く
。

（
大
阪
国
際
女
子
大
学
・
短
期
大
学

就
職
室
課
長

定
國
通
雄
）

市
民
向
け
土
曜
開
館
へ

市
民
向
け
土
曜
開
館
へ

女
子
大
・
短
大
図
書
館

女
子
大
・
短
大
図
書
館

女
子
大
・
短
大
図
書
館
が

月

日
を
皮
切
り

に
、
一
般
市
民
も
対
象
に
含
め
た
土
曜
日
開
館
を

実
施
す
る
。
開
館
時
間
は
午
前

時
か
ら
午
後

時

分
で
、
貸
し
出
し
は
無
理
だ
が
閲
覧
、
複
写

の
利
用
が
で
き
る
。

土
曜
日
の
み
の
開
放
で
あ
る
が
、
地
元
住
民
か

ら
は
反
響
を
呼
び
そ
う
。

就
職
室
は
い
ま

就
職
室
は
い
ま
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